
第27回
日本生殖内分泌学会学術集会を控えて

会 期：2022年12月17日（土），18日（日）
会 場：広島コンベンションホール

広島県広島市東区5 二葉の里3丁目5番4号 広テレビル
プログラム：特別講演，シンポジウム，共催セミナー（広島生殖医療研究会），一般演題
問い合せ先：第27回日本生殖内分泌学会学術集会事務局

広島大学大学院統合生命科学
（担当：梅原）

TEL＆FAX：082―424―7899
E-mail：pd7221＠hiroshima-u.ac.jp

この度，第27回日本生殖内分泌学会学術集会を担当させていただくことになり，大変
光栄に存じます．開催の準備を進めるにあたり，私が20年ほど前に本学会の学術集会に
初めて参加した時，その学術性の高さと自身の研究との分野の近さに興奮を覚えたこと
を思い出しています．
本学会は，生殖内分泌領域に関連した基礎系・臨床系のさまざまな研究者が一同に集
い，その最新知見を発表・議論することを通じて，当該分野の発展に寄与する大変有意
義な学会です．本学術集会では，内分泌学とも深く関わっている“代謝”に焦点を当て
て，生殖器官や生殖細胞の内分泌による代謝制御機構をメインテーマに据えたいと考え
ています．そして，生殖に関わる代謝の基礎研究のみでなく，基礎研究から臨床へのト
ランステーションを目指して，生殖補助医療や LOH症候群（加齢男性性腺機能低下症
候群）など，本学会と関わる臨床領域に関するシンポジウムや講演を企画しています．
特に臨床への架け橋として，広島生殖医療研究会との共催セミナーを開催し，基礎研究
者と医師だけでなく，胚培養士などのコメディカルにも参加していただけるような学術
集会となるように準備を進めています．
このように，生殖内分泌学と代謝学，そして生殖医療（ART）とを深く結びつけ，「生
殖内分泌学の基礎と臨床の進歩・向上」に貢献するため，「生殖内分泌学＋代謝学によ
る生殖医療への貢献（仮）」をテーマに鋭意準備を進めております．
会期・会場は，関連する学会などの日程を確認し，下記のように2022年12月に，場所

は交通の便を考慮して，広島駅すぐ傍の広島コンベンションホールとさせていただきま
した．先のことは見通せませんが，2022年の12月にはコロナ禍も収束に向かっていると
期待し，対面のみの開催を予定しています．多くの皆様のご参加を心よりお待ちしてお
ります．

第27回日本生殖内分泌学会学術集会 会長
島田 昌之
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